






　　　　伊予銀行企業理念

　　　　　　　存在意義

潤いと活力ある地域の明日を創る

　　　　　　　経営姿勢

最適のサービスで信頼に応える

　　　　　　　行動規範

　感謝の心でベストをつくす



発刊に寄せて　　　会長桝田三郎

「水を飲むときには、井戸を掘った人を忘れない」といラ中国の諺があるが五

十年史を絡くに当って噛みしめたい。

井戸を掘った人としては、先ず当行の先達、先輩の尽痒と功績が偲ばれるので

あるが、同時に長年変らざるご支援、ご教導を頂いた数多くのお取引先をはじめ、
●　　　●　　　●

株主、関係当局そして地域の皆様方のおかげを忘れないようにしたい。

　そして、行史の記述や数字には表われないが、それが実現されるまでのプロセ　　　　　　　　　　　　　稿

スにおいて、いかに多くの人々の献身と好意に支えられてきたか、歴史の内側を

忘れてはならないと思う。

　「温故知新」という箴言がある。辞書によると「昔の物事を究めて、新しい知識

や見解を得ること」とある。もとよりこの場合の温は、温存の温ではなくて、尋 1
1ねる、復習するの意である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

現在は過去なくしては存在しないがかといって過去だけにとらわれては新し　　　　　1

い未来は展けない。

今日、世界史的な激動の時代にあって、これまでのわが国の金融枠組も正に変

革の真只中にあり、過去のトレンドの上に未来を描くことはできないし、将来も

又、決して約束されないという時代を迎えている。

然し、銀行が企業体としての原点において、近代社会の信用機構を支える中核

体であり、又同時に人間の集団組織であり続ける限り、この五十年史は銀行経営

の在りようを映す鏡として、又、叡知と教訓を汲みとる温故知新の源泉として、

あり続けると思う。



“

　この五卜年間に亘る激動の時代変遷も、いくつかの時代区分に仕分けられるが、

達観すると、当行のあゆみは地域における祉会経済の発展との相関性を明瞭に示

している。

　当行のlt十年の歴史は正に地域の社会経済発展の歴史の投影である。

　地方銀行経営の地域との連帯性、いうなれば地域との運命共同体的在り様を改

めて認識するのである。

　地域の発展なくして地域金融機関としての当行の発展はなく、地域金融機関と

して永続繁栄は地域の綜合金融機関として地域祉会のニーズに応え、人々の暮

じ，しと事業に潤いと活力をつくりだし、地域の豊かな明LIをひらくことによって

初めて約束されるというものである。

　サービスと感謝の心を原点に「潤いと活力ある地域の明日を創る」という企業

理念の実現に向って新しい歴史の頁を開きたい。

’1勺戊3年9月1日



序 頭取水木儀三

　当行は、平成3年9月1日をもって創立50周年を迎えたが、ここにその変遷発

展の経過を省察し、将来の指針たらしめるとともに、後世に記録として伝えんが

ため、「伊予銀行五十年史」を発刊することとなった。

　顧みれば、当行は昭和16年9月1日、当時、愛媛県内東、中、南の3地域の中

心銀行として県下金融界に鼎立していた今治商業銀行、松山五十二銀行、豫州銀

行の3行が、「一県一行主義」の国策に適応するため、大乗的に統合合併し、伊豫

合同銀行として発足したものである。しかし、その起源は遠く明治初年の銀行類

似会社や、明治政府が欧米流の近代的銀行制度を移植しようと企てた国立銀行に

まで遡ることができるのであって、愛媛県下各地に散在し、夫々の地盤と伝統を

もって地域経済に貢献してきた五十有余の銀行が、多年に亘る合併を重ねて一行

に纒ったものに外ならない。

　この合併前史における愛媛県下銀行の濫設、淘汰、集中、整理の変遷は、政府

の殖産興業政策と日清・日露の両戦役を通じて、わが国の資本主義経済が急速に

成長し、さらに第一次世界大戦を経て飛躍的に発展を遂げたが、その急速な膨張

の過程で幾度か反動恐慌におそわれ、そのたびに動揺と混乱に陥った実態経済と

軌を一にするものであり、さながら、わが国金融史の縮図を垣間見る思いがする。

　しかしながら、昭和2年の金融恐慌のさなかに、弱小銀行の整理を進捗し、健

全経営の確保信用秩序の維持を図ることを主眼に銀行法が制定されるや、普通

銀行の集中整理は、それまでの不況による窮迫の打開克服を契機とした経済的動

因にとって代り、国家の政策に裏づけられた金融統制の様相のもとに促進される

ことになり、ここに愛媛県における伊豫合同銀行の設立をみたのである。

　設立後50年、適応は経営の常道であるが、いま半世紀に及ぶ当行の歴史を回想

してみると、先人たちの残したものは単なる環境への適応のみではない。そこに

は主体的行動をもって積極的に局面を打開しようと努力した生々しい自主経営の

跡を見ることができる。

　それゆえ、この五十年史を繕くにあたっては、歴史の荒波に耐えてきた先人の



血の滲むような苦心の跡に思いを致し、その事績の中に潜む進取の事業精神と堅

実経営の美風を汲み取るとともに、さらに地銀としての発展段階史的側而に眼を

転じて、将来に処すべき示唆を歴史の教訓として学びとらねばならない。

　このため、大方のご理解に役立つよう、当行50年の変遷を概ね10年刻みで5

段階に分けてその特色を抽出し、ご参考に供したいと思う。

　まず第1期（昭和16年～昭和25年）は、創立直後に勃発した第二次世界大戦

の戦時統制下、兼営法の制定を契機に伊豫相互貯蓄銀行を合併し、名実共に「一

県一行主義」の完成を見たが、人員・物資の欠乏と空襲の激化に難渋し、また敗

戦による政治経済基調の激変と激しいインフレ昂進のなか、戦後の再建整備と地

元の戦災復田に’じ血を注いだ「苫難の創立期」である。

　次いで第2期（昭和26年～昭和35年）は、創立10周年を迎えて行名を伊豫銀

行と改称、待望の本店新築を終えた当行が、復興期の」、攣幹産業の資金需要に応え

るため、地銀他行に先駆けて、広島、大阪、東京等の大都市へ積極的に進出を果

し、中央系大企業との結びつきを深めて業績の飛躍的増大をもたらす一方、自己

資本の充実、本部機構の改革などの経営合理化をすすめた「進取の発展期」とも

言うべき期である。

　しかしながら、この期間は、昭和20年代の後半にかけて相互銀行法、信用金庫

法の制定や政府金融機関の整備、またIll特別銀行の改組がすすみ、「業態別専門金

融機関制度」と言われる戦後の金融制度が本格的展開に入った時期にあたるが、

当行としては、眼を外に転じていた問に、地元シェアのある部分を喪失して、戦

前lr臆；味での地元銀行としての姿をある程度希薄にした事実は否めない。しかし、

反面、中央系資本との結びつきが、その後、関連企業との多面的な取引を促し、

また株式の所有を通じて当行の内部留保を高める結果となったと言える。

　さらに第3期（昭和36年～昭和45年）は、「所得倍増言h画」が発表され、岩戸

景気からいざなぎ景気へと日本経済の高度成長が続くなか、当行は北九州、岡山、

名古屋、神戸、坂出、福山などの主要都市へ積極的に進出し、業績が著しく伸長



する一・方、長期経営計画に基づく業務運営が行われ、また大型コンピュータの導

入、東野研修所の開所による研修面の充実、さらには当行株式の上場など、経営

全般に亘る進展がみられた「県外志向の展開期」と言うことができる。

　しかしながら、愛媛県内では相互銀行2行の急成長と合併による大型信用金庫

の出現などにより預金シェアが低下し、また、一時的にしろ、県外融資構成比が

県内を上回るという事態を生じ、当行の変容が更に進んだ。

　次いで、第4期（昭和46年～昭和55年）は、昭和46年8月のニクソン・ショッ

ク、そしてこれに続く為替変動相場制への移行、第1次オイルショックと赤字公

債の発行など、日本経済が安定成長期に移行し、大企業の大幅な資金不足が解消

するに伴い、資金の限界供給者としての地銀の地位が低下し、逆選別を受けるに

及んで、国際化への対応と地元回帰への戦略転換が行われ、それまで殆ど手つか

ずであった松山市内を中心に、県内店舗網の整備が急ピッチで始まった地元回帰

の「県内シェア回復期」と言うことができよう。

　こうした中で、昭和53年9月1日には、「創業100周年、総預金1兆円達成」

の喜びを地域の人々と共に祝い合う行事が各地で行われた。

　さて、直近の第5期（昭和56年～現在）は、個人金融資産の増大に伴う金利選

好の高まり、公共債の大量発行を契機とした証券市場の発達と資金の運用・調達

の多様化、金融技術の革新と国際化の進展など、わが国経済の成熟化と構造変化

を背景に昭和56年6月、銀行法が54年振りの全面改正をみたが、それはまさに

新しい時代の到来を告げる幕開けであった。即ち、これからの10年間は、金利の

自由化、金融商品の多様化、金融業務の多様化、弾力化の進展に対して、自己責

任原則のもと、如何にこれらの環境変化に制度的適応を行い、銀行経営の健全性

を碓課していくかが問われた厳しい「金融自由化への対応期」と言うことができ、

次なる「金融再編期」へ移行する前段階と位置づけられる。

　この期問、当行は金融自由化に挑戦し勝ち残るため、一段と地元志向を強め、

地域と共に生きる銀行を目指して、新企業理念の構築を軸としたCI戦略の推進、



方針管理とTQC活動の導入と定着化、県内店舗網の充実と本部機構改革、相談

機能の強化と国際化への対応、第3次オンライン・システムの構築、シンクタン

クの独立や関連会社の整備など、企業体質の改革と高質なサービス体制づくりに

積極的に取組んできた。

　そして今、世界的規模での金融の自由化、グローバル化、証券化の進展に対応

するため、戦後の長きに亘ってわが国の経済復興とその後の高度成長を支えてき

た現行の金融制度や諸規則、慣行が抜本的に改革されようとしている時、「一県一

行主義」の成立から50年目にして、東邦相互銀行との合併という宿命とも思える

大きな課題を背負い、新しい歴史の転機に直面している当行の姿を見ることがで

きる。

　申すまでもなく、これから21世紀に向けて、四国は高速交通体系の整備が進み、

三架橋時代を迎えて地域経済のボーダーレス化は一段と加速する。そして、地域

金融機関は、地域の生活圏に根を張った協同組織の金融機関と、行政区分を越え

た広域経済圏を地域概念とする株式会社組織のスーパー・リージョナルバンクに

大きく二極分化し、その過程で再び淘汰集中が繰り返されることであろう。それ

は戦後の業態別専門金融機関制度が同質化する中で、平成元年2月、相互銀行の

普銀転換が認められた時から予期されたことであり、既にその胎動が始まってい

る。

　さて、今年は第二の創業と謳った当行の新しい歴史創生の年である。今日の基

礎を築かれた多くの先人たちに改めて感謝の念を捧げるとともに、その先人たち

の魂が宿っているこの五十年史が苦難を乗り越えて21世紀に向かって進む

ニュー伊予銀行の出発を祝福し、激励してくれるものであることを願って序とし

たい。

平成3年9月1日
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創立50周年を迎えて

　

　
ご
塩

記
取

年
頭

周
・o

長
5
会

立創
＼一

銀 行

　
　
拶
予
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念
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1

創立50周年記念ならびに会長・頭取就任披露パーティ

ご招待客

記念公演、ミュージカル
「シャボン玉とんだ宇宙（そら）までとんだ」



　
こ
　
マ

噛

上　一記念講演会

左上一阿川弘之氏（作家）

左下一菅原真理子氏（国立公文書館次長）

一創疏50周年前夜祭一
号　　野

∴婬



地域社会とともに



，は

摩、乱

ft　．

　　転wの町‘

左頁左上一「伊予銀行社会福祉基金」

　　　　から車いす仕様車の贈呈

　　左中一関連会社rRC派遣講師による社員研修

　　左下一ふれあいコンサート

　　右上一小さな親切運動「堀之内公園クリーン

　　　　作戦」

　　右下一ロビー展

上一松山まつり

中テニス教室

下日本女子ソフトボール西日本リーグ戦



歴代会長・頭取

　初代頭取

平山徳雄
初代会長・2代頭取

末光千代太郎
2代会長・3代頭取

渡部七郎

現会長・4代頭取

桝田三郎
　　現頭取

水木儀三



現役員

常務取締役

西山雄三

常務取締役　　　　　専務取締役

宮内　省三　　由井　幸雄

　　　　　　頭　取

　　　　水木　儀三

専務取締役

本田　　博

　　　　　　会

　　　　桝田

　専務取締役

牧野　　浩

長

」こ郎

　常務取締役

達川　光作

　監査役　　　　　取締役

佐i“　徹也　1叛　博

　　　　取締役

　　　小森　　静

　　　　取締役

餐　占久　宏
　　取締役

河野　俊彦

　取締役

田中　貞輝

　取締役
1唇

’野　和夫

取締役　　　　常勤監査役　　　　監査役

松村　哲夫　渡1｝

　　　　取締役

　　麻生　俊介

晃ノt　藤原　博雅

　　取締役

1卜倉　公夫



　Lento（ゆるく、気品にみちて）
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〔凡　　例〕

1．本書の内容は、序章を除き、原則として当行創立時から創立50周年を迎える平成3年

　3月末までとし、それ以降については、創立記念日の同年9月1日まで書き加えている

箇所もある。

2．序章を除く各章は、原則として10年刻みで記述しているが、各時代が相互に関連して

　いるため、必ずしもそれに拘束されていない部分もある。

3．用語については、常用漢字、現代かなつかい、新送りがなによったが、固有名詞につ

　いては原則として正漢字を使用している。

4．人名については、歴史的記述の通例に従い、すべて敬称を省略した。

5．難読の人名等については、初出の箇所に限り振りがなを付した。

6．本編中の引用文は、読みやすくするため原則として常用漢字を使用したが、原文を引

用したときは、（原文のまま）と記述している。その場合、原則として旧漢字体を新漢字

体に直している。

7．本編中にある当行は伊豫合同銀行または伊豫銀行もしくは伊予銀行、同行は当該銀行

　を指している。

8．本編中に県内、県下、本県とあるのは、愛媛県を指している。

9．法人名には原則として株式会社、合名会社、合資会社、有限会社などを省略した。

10．市町村名は、原則として当時の名称を使用し、現在名と異なる場合は、現在名を（）

　書きした。

11．資料の出所はできるだけ注記したが、当行の資料については省略した。

12．年代・月日については、明治5年まで陰暦を用いた。

13．文中の計数は、億、万という呼び名を単位語として用い、3桁の位取りを併用した。

14．諸計数において、計数未詳あるいは該当ないものは「一」あるいは空欄とした。

15．公定歩合の表示単位は、昭和44年の年利建て移行以前は原則として日歩で記述してい

　る。





当行関連建造物

松山五十二銀行本店 豫州銀行本店（現伊予銀行八幡浜支店）

今治商業銀行本店

昭和21年3月落成の伊豫合同銀行本店（三番町）

昭和27年10月落成の本店（南堀端町）

　　　　　　　　昭和43年6月落成の本店別館
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